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私
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
、
な
に
げ
な
く
、
時
間
と
空
間
の
中
に
住
ん
で
い
る
。

「
い
ま
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
の
時
間
と
空
間
は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
と
し
よ
う
。
あ
な
た
は
、

手
も
と
の
新
聞
を
み
て
、

「
そ
う
か
、
今
日
は
１
月
14
日
の
日
曜
日
、
も
う
１
９
９
６
年
に
な
っ
て
い
て
、
明
日
は
成
人
の
日
で
休
み
だ
な
」

と
思
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ふ
と
、
ま
わ
り
を
見
渡
す
と
、
こ
の
本
を
取
り
出
し
た
あ
と
に
ぽ
っ
か
り
と
あ
い
た
本

棚
の
空
間
が
妙
に
気
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
実
際
の
時
間
は
、
あ
な
た
の
部
屋
か
ら
外
へ
ひ
ろ
が
り
、
広
大
な
宇
宙
の
天
体
が
い
ま
も
、
不
気
味
に

脈
を
打
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
を
刻
み
、
果
て
し
な
い
空
間
を
か
け
め
ぐ
っ
て
い
る
。

「
古
代
よ
り
、
人
類
は
空
を
見
上
げ
て
き
た
…
…
」
と
始
ま
る
こ
の
本
を
読
ん
で
い
く
と
、
古
代
の
人
た
ち
が
時
間

も
空
間
も
一
緒
に
動
い
て
い
る
宇
宙
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
球
の
時
間
を
学
び
と
っ
た
か
が
解
っ
て
く
る
は
ず
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だ
。
そ
の
時
間
を
測
る
「
石
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
は
、
最
新
の
「
現
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
に
よ

る
分
析
で
も
、
そ
の
驚
く
べ
き
複
雑
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
炭
素
同
位
体
に
よ
る
年
代
測
定
か
ら
も
、
そ

れ
が
旧
石
器
時
代
が
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
頃
に
建
造
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
一
体
、
誰
が
そ
の
時
代
に
、

こ
れ
ほ
ど
精
巧
な
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
？　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
も
、
各
地
の
段
階
式
神
殿
に
も
、
同
じ

様
な
謎
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
古
代
の

0

0

0

謎0

を0

、
現
代
の
科
学
の
目
で
み
る
お
も
し
ろ
さ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
こ
の
本
に
は
あ
る
。

　
こ
の
本
の
著
者
ゼ
カ
リ
ア
・
シ
ッ
チ
ン
氏
は
、
粘
土
板
に
刻
ま
れ
た
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
解
読
で
き
る
、
数
少
な
い

言
語
学
者
で
考
古
学
者
で
も
あ
る
。
彼
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
と
エ
ジ
プ
ト
の
多
数
の
古
文
書
を
自
分
で
分
析
し
、
さ
ら

に
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
か
ら
有
史
前
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
到
る
遺
跡
の
数
々
を
調
査
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
現
代
の
科

学
の
目
を
通
し
て
検
証
し
な
が
ら
、
論
理
的
な
説
明
を
提
示
し
て
く
れ
る
。

　
彼
の
著
作
の
多
く
は
、
全
米
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
世
界
各
国
で
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
内
容
が
、
神
話
学
、
考
古
学
、
古
代
史
、
天
文
学
、
物
理
学
、
数
学
、
分
子
生
物
学
と
驚
く
ほ
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
た
め
、「
幻
の
宇
宙
考
古
学
本
」
と
し
て
、
一
部
の
人
々
に
だ
け
知
ら
れ
て
い
た
。
ゼ
カ
リ
ア
・
シ
ッ
チ

ン
氏
の
「
地
球
年
代
記
シ
リ
ー
ズ
」
の
『
地
球
人
類
を
誕
生
さ
せ
た
遺
伝
子
超
実
験
』（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）
／
『
人

類
を
創
成
し
た
宇
宙
人
』（
徳
間
書
店
）』（
原
題：

The 12th Planet

）
が
、
は
じ
め
て
の
完
訳
版
と
し
て
発
刊
さ

れ
た
が
、
今
回
の
『
彼
ら
は
な
ぜ
時
間
の
始
ま
り
を
設
定
し
た
の
か
』
は
、
そ
の
シ
リ
ー
ズ
の
真
打
ち
登
場

0

0

0

0

0

と
い
う

感
じ
で
密
度
の
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
古
文
書
に
は
、
太
陽
と
月
を
含
め
た
太
陽
系
の

11
惑
星
の
他
に
、
謎
の
12
番
目
の
惑
星
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
惑
星
は
地
球
に
や
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
宇
宙
人
ア
ヌ
ン
ナ
キ
の
故

郷
で
あ
り
、
現
在
で
も
宇
宙
の
か
な
た
に
あ
り
、
３
６
０
０
年
周
期
で
太

陽
の
ま
わ
り
を
回
っ
て
い
る
の
だ
。
著
者
シ
ッ
チ
ン
の
提
唱
す
る
「
第
12

惑
星
」
は
、
現
代
天
文
学
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
の
一
つ
で
あ
る
「
惑
星
Ｘ
」

と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
、
天
文
学
者
た
ち
は
こ
の
未
発
見
の
惑
星
の

探
索
を
日
夜
続
け
て
い
る
。

　
ア
ヌ
ン
ナ
キ
と
は
、
古
代
の
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
「
天
か
ら
地
球
に
来
た

者
」
を
意
味
す
る
。

　
第
12
惑
星
か
ら
最
初
に
地
球
に
派
遣
さ
れ
た
ア
ヌ
ン
ナ
キ
た
ち
の
リ
ー

ダ
ー
は
、
科
学
者
エ
ン
キ
で
、「
地
球
の
神
」
と
し
て
、
遺
伝
子
工
学
に

よ
っ
て
人
類
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
ノ
ア
の
洪
水
の
と
き
は
、
人
間
に
方
舟

の
作
り
方
を
教
え
て
、
人
類
を
絶
滅
か
ら
救
っ
た
。

　
後
か
ら
来
た
異
母
弟
の
エ
ン
リ
ル
は
、「
神
の
司
令
官
」
と
し
て
、
６

０
０
名
の
ア
ヌ
ン
ナ
キ
た
ち
を
統
括
し
て
い
た
。

　
シ
ッ
チ
ン
の
説
で
興
味
深
い
の
は
、
彼
ら
ア
ヌ
ン
ナ
キ
た
ち
が
巨
人
で

シュメール歴代の神々の在位期間は、大体3600の倍数となることか
ら、神々は第12惑星の周期が、地球に近づいた時に行き来していた！
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あ
る
こ
と
だ
。
生
物
物
理
学
に
よ
れ
ば
、
生
物
の
時
間
感
覚
は
、
か
ら
だ
の
大
き
さ
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
か

ら
だ
が
大
き
く
な
れ
ば
寿
命
も
伸
び
る
。
無
論
、
そ
の
関
係
は
単
純
な
比
例
関
係
で
は
な
い
が
、
巨
人
ア
ヌ
ン
ナ
キ

た
ち
の
寿
命
が
人
間
の
寿
命
よ
り
長
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
古
代
の
人
々
は
、
周
期
が
地
球
の
３
６
０
０
倍
の
星

か
ら
や
っ
て
き
た
、
不
老
不
死
に
み
え
る
ア
ヌ
ン
ナ
キ
た
ち
を
、
神
々
と
し
て
あ
が
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
本
が
と
り
あ
げ
て
い
る
謎
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

▼
時
間
は
誰
が
、
何
の
た
め
に
、
何い

時つ

き
め
た
の
か
？

▼
そ
れ
が
な
ぜ
１
年
３
６
５
日
（
う
る
う
年
３
６
６
日
）
で
、
１
週
間
７
日
、
１
日
24
時
間
に
な
っ
た

の
か
？

▼
16
世
紀
に
、
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
の
こ
と
を
、
ど
う
し
て
古
代
人
が

知
っ
て
い
た
の
か
？

▼
３
６
０
０
年
周
期
の
12
番
目
の
惑
星
は
、
ほ
ん
と
う
に
１
０
０
０
年
後
に
あ
ら
わ
れ
る
の
か
？

▼
こ
の
12
番
目
の
惑
星
上
の
生
物
の
寿
命
は
、
１
年
周
期
の
地
球
上
の
生
命
の
寿
命
よ
り
長
い
の
か
？

▼
「
石
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
は
、
石
器
時
代
の
人
た
ち
に
つ
く
れ
た
か
？

▼
春
分
点
向
き
と
夏
至
点
向
き
の
両
タ
イ
プ
の
段
階
式
神
殿
を
、
古
代
の
人
た
ち
は
ど
う
し
て
つ
く
れ

た
の
か
？

▼
遠
い
昔
に
、
地
球
上
に
発
達
し
た
頭
脳
が
あ
っ
た
の
か
？
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▼
そ
れ
は
、
古
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
宇
宙
か
ら
や
っ
て
き
た
ア
ヌ
ン
ナ
キ
た
ち
だ
っ
た
の
か
？

▼
地
球
上
の
文
明
発
展
の
周
期
、
３
６
０
０
年
は
、
12
番
目
の
惑
星
か
ら
や
っ
て
く
る
と
さ
れ
る
ア
ヌ

ン
ナ
キ
た
ち
と
関
係
が
あ
る
の
か
？

▼
こ
れ
か
ら
、
時
間
は
ど
う
な
る
か
？

　
さ
あ
、
そ
れ
で
は
、
ま
え
お
き
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
地
球
年
代
記
シ
リ
ー
ズ
の
『
彼
ら
は
な
ぜ
時
間
の
始
ま

り
を
設
定
し
た
の
か
』
を
じ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
し
よ
う
。

　
　
　
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
寓
居
に
て
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人類を創成した「宇宙からの神々」の系図

シュメールの神々の父は天神アン（アヌ）で、その息子に地神エンリルと水神で智の神
エンキ（別名エア）がいる。エンリルの子に月神ナンナル（愛称ナンナ）と太陽神ウツ
があり、エンキの息子が後のバビロニアの主神マルドゥクである。ナンナルからは金星
神で愛の神イナンナが生まれた。これら神々の集団を総称で「ネフィリムまたはアヌン
ナキ（労働の神々）」と呼ぶ。個々の神々の呼び名は、場所や時代によっても変化し、
アッカド人（アッシリア、バビロニア）は、アヌ、シン、シャマシュ、イシュタルなど
の呼び名を使っている。



「宇宙からの神々」による人類創成史

（年　代）　 （出　来　事）
44万5000年前 ・ネフィリムがエンキ（エア）に導かれ、第12惑星より地球

に降り立った。エリドゥ 8（地球第 1基地）が南メソポタ
ミアに建設された。

43万年前 ・大きな氷の広がりが小さくなり始める。近東の地域では良
い気候が続いた。

41万5000年前 ・エンキが内陸を踏査し、ラルサをつくった。
40万年前 ・長期の間氷河期が地球規模で広がった。エンリルが地球に

到着し、ニップールに派遣団司令センターをつくった。
　エンキが南アフリカに行く海路をひらいた。

36万年前 ・ネフィリムが金属を溶解し精製するための冶金工場を建設
した。
　シッパールをはじめとする神々の都市に、宇宙港がつくら
れた。

30万年前 ・アヌンナキの反乱。人－原始人がエンキとニンフルサグに
よってつくられた。

25万年前 ・初期のホモ・サピエンスが多数、大陸へ移住した。
20万年前 ・新氷河期の間、地球上の生命が後退した。
10万年前 ・気候が再び暖かくなり始めた。

　神々の子たちは人間の娘を妻に迎えた。
7万7000年前 ・聖なる親から生まれた人間ウバルツツとラメクがシュルッ

パクで、ニンフルサグの庇護の下、統治を始めた。
7万5000年前 ・地球受難の時代－新氷河期が始まった。退化した人間が地

球を放浪していた。
4万9000年前 ・忠実な下僕ジウスドラ（ノア）の統治が始まった。
3万8000年前 ・ 7期間も続いた過酷な気候で人が死に始めた。

　ヨーロッパのネアンデルタール人は滅び、クロマニョン人
だけが近東の地域で生き延びた。
　エンリルが人間を抹殺しようとした。

1万3000年前　 ・ネフィリムは、第12惑星の接近が引き金となる洪水が来る
事を知っていながら、人間には知らせず、滅亡させてしま
おうと誓った。
　大洪水が地球を襲い、氷河期が突然終わった。
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東西冷戦体制の崩壊
アメリカ「アポロ11号」の月面着陸
２度の世界大戦
アメリカの独立革命
産業革命
コロンブスのアメリカ大陸発見
ビザンチウム帝国のトルコによる征服
南米にインカ帝国おこる
メキシコのアステカ文明

ノルマン民族のイギリス征服

シャルルマーニュ大帝の神聖ローマ帝国

マホメットのイスラム教

中米のマヤ文明
ローマによるエルサレム陥落

ナザレのイエス

中国で万里の長城開始
アレキサンダー大王がダリウスを破る

古代ギリシア時代
ローマ共和国成立
インドのブッダ出世

ダビデ王のエルサレム統治
ドリア人のギリシア侵略

イスラエル人のエジプト脱出

ミケーネ文明
アーリア人のインドへの移住

ヒッタイト帝国の出現
バビロニアのハンムラビ王時代
バビロニアとアッシニアの成立

中国文明
インダス文明

ウル・ナンムがウルを統治
アッカドの最初の王サルゴン

クレタのミノア文明
ギルガメッシュが、エレクを統治

エタナがキシュを統治
エジプト文明

王政がキシュで始まる

シュメール文明がエリドゥで始まる

その後の人類史



水星（ムンム）太陽
（アプス）

金星（ラハム）
火星（ラーム）

12番目の惑星
（ニビル）

地球
（キ）

木星
（キシャル）

土星
（アンシャル）

天王星（アン）

海王星（エア）

冥王星（ガガ）

小惑星帯

月（キングゥ）

打ち出し細工の
ブレスレット

太陽系と第12惑星

太陽系の惑星と太陽と月の位置関係を図式的に表わしたもので、縮尺は正確ではない。
九つの惑星と太陽と月のほかに「12番目の惑星」（古代神々の故郷）が出ているが、こ
の惑星は公転周期が3600年で、離心率も大きく、現在は太陽から遠く離れている。この
惑星が、次回、太陽に接近するのは、今から千年以上も未来の紀元3300年頃と思われる。
古代シュメール人は、太陽系の恒星と惑星を区別していなかったので、本書でも「12番
目の惑星」あるいは「第12惑星」と呼んでいるが、現在の常識的な呼び方では、「10番
目の惑星」あるいは「惑星X」である。



「宇宙からの神々」が降り立った古代メソポタミア

エジプト

クレタ

キプロス

ヒッタイト

シナイ

（アッシリア）

エラムシュメール

地中海

紅
海

ペ
ル
シ
ャ
湾

黒海 カ
ス
ピ
海トロイ

小アジア

ハッシャ

アララト山

カラシュミシュ ハラン ニネベ

アッシュール

マリ
カデシュ
バアルベク

ダマスカス
エリコ
エルサレム死海

ヘリオポリスギザ
メンフィス

テーベ

シエネ

カルナク

バビロン
ニップール

ウルク
ウル
エリドゥ

スサ

レバノン

カナン

ナ
イ
ル
川

ザグロス山脈

チ
グ
リ
ス
川

メソポタミア
ユーフラテス川



「宇宙からの神々」の痕跡を遺す中米・南米大陸

メキシコ

バハマハヴァナ

ニカラグア ドミニカ連邦

グレナダ

セント・ビンセントと
グレナディーン諸島

ホンジュラス
ペリセジャマイカ

グァテマラ
コスタリカ

パナマ

エルサル
　　バドル

ハイチ
ドミニカ共和国
セント・
　クリストファネピス

アンティグア・
　バーブーダ
セントルシア
バルバドス

トリニダード・
トバゴ

メキシコ

コロンビア

ガイアナ

サンタフェ・デ・ボコタ

スリナム
ギアナ

パラグアイ

アマゾン川

ラプラタ川
ウルグアイ

ブエノスアイレス

マゼラン海峡

ブラジル高原ア
ン
デ
ス
山
脈

カリブ海

ユカタン半島ユカタン半島

ブラジリア

ベネズエラ

ボリビア

ペル
ー

チ
リ

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ブラジル

エクアドル



17 序　　文

序　
　
文

　
古
代
よ
り
、
人
類
は
空
を
見
上
げ
て
き
た
。
恐
れ
お
の
の
き
つ
つ
、
魅
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
人
類
は
天
の
道
を
学

ん
で
き
た
。
星
々
の
位
置
、
月
と
太
陽
の
周
期
、
傾
い
た
地
球
の
回
転
な
ど
の
現
象
は
、
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
ど

の
よ
う
に
終
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
天
と
地
が
交
わ
る
地
平
線
上
で
、
夜
の
星
々
が
消
え
去
り
、
太
陽
の
光
線
が
と
っ
て
代
わ
る
の
を
人
類
は
じ
っ
と

見
て
き
た
。
そ
し
て
つ
い
に
、
昼
の
時
間
と
夜
の
時
間
が
等
し
く
な
る
瞬
間
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
選
ん
だ
。

　
春
分
・
秋
分
の
日
で
あ
る
。

　
そ
の
時
か
ら
人
間
は
暦
の
助
け
を
か
り
て
、
地
球
の
時
間
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
星
々
の
き
ら
め
く
空
を
判

別
す
る
た
め
に
、
天
は
十
二
に
区
分
さ
れ
た
。

　
天
球
十
二
宮
で
あ
る
。

　
し
か
し
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
位
置
を
定
め
ら
れ
た
は
ず
の
星
々
は
、
必
ず
し
も
そ
の
場
所
に
固
定
さ
れ
て
は
い
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な
い
よ
う
に
思
え
て
き
た
。
春
（
秋
）
分
の
日
、
新
年
の
日
は
、
十
二
宮
の
一
つ
か
ら
別
の
一
つ
の
方
へ
、
ず
れ
て

い
く
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
地
球
の
時
間
に
「
天
体
の
時
間
」
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
（
新
し
い
時
代
）
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
ま
さ
に
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
の
入
口
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
あ
る
春
分
の
日
に
、
太
陽
が
、
過

去
２
０
０
０
年
間
あ
が
っ
て
き
た
双そ

う
魚ぎ

よ
宮
か
ら
で
は
な
く
、
宝ほ

う
瓶へ

い
宮
（
ア
ク
エ
リ
ア
ス
）
か
ら
昇
っ
て
く
る
と
き
、

い
っ
た
い
何
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
吉
か
凶
か
、
新
し
い
始
ま
り
か
、
そ
れ
と
も
す
べ
て
の
終
わ
り
か
。

　
未
来
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
過
去
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
人
類
は
、
地
球
の
時
間
を
数
え
は
じ
め
た
と
き
か
ら
、
す
で
に
天
体
の
時
間
を
測
る
す
べ
を
知
っ
て
い
た
。
つ
ま

り
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
の
到
来
を
予
想
し
て
い
た
の
だ
。
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
、
古
代
ア
メ
リ
カ
、
ス
ト

ー
ン
ヘ
ン
ジ
を
め
ぐ
る
考
古
天
文
学
は
、
時
間
の
ま
っ
た
だ
中
に
い
る
、
今
の
私
た
ち
に
大
き
な
教
訓
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。



第
Ⅰ
部　

宇
宙
意
識
の
飛
躍
に
向
け
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
存
在
が
人
類
で
あ
る
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第
１
章　
宇
宙
の
波
動
か
ら
地
球
の
時
間
を
導
き
だ
し
た
者

　
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
紀
元
３
５
４
年
│
４
３
０
年
）
は
、
新
約
聖
書
と
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
プ
ラ
ト
ン
主
義
の

融
合
を
は
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
偉
大
な
思
想
家
で
あ
る
。
彼
は
「
時
と
は
何
か
？
」
と
聞
か
れ
た
と
き
、
こ
う

答
え
た
と
い
う
。

「
も
し
、
誰
も
私
に
た
ず
ね
な
い
な
ら
、
私
は
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
」

「
だ
が
、
そ
れ
を
た
ず
ね
た
人
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
何
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
く
な
る
」
と
。

　
時
間
は
、
地
球
と
そ
の
上
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に
と
っ
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
に
と
っ
て
固
有
の
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、
死
の
瞬
間
ま
で
、
そ
れ
を
画
す
る
も
の

は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
で
あ
る
こ
と
を
経
験
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
時
間
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
な
い
が
、

そ
れ
を
測
る
方
法
は
見
つ
け
て
き
た
の
だ
。
私
た
ち
は
自
分
の
寿
命
を
年
数
で
数
え
て
い
る
が
、
よ
く
考
え
て
み
る

と
、
そ
れ
は
軌
道
の
周
期
を
数
え
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
地
球
上
の
１
年
と
は
、
私
た
ち
の
惑
星
、
地
球
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が
太
陽
を
１
周
す
る
時
間
と
同
じ
だ
か
ら
だ
。

　
私
た
ち
は
、
時
間
が
何
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
そ
れ
を
測
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
様
々
な
疑
問
が

生
じ
て
く
る
。
も
し
私
た
ち
が
、
も
っ
と
長
い
「
年
」
を
持
っ
て
い
る
別
の
惑
星
で
生
活
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
私

た
ち
は
も
っ
と
長
く
生
き
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？　
そ
し
て
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
も
今
と
違
っ
た
も
の
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
？　
も
し
私
た
ち
が
非
常
に
長
い
年
の
惑
星
に
住
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
、「
不
死
」
の
世
界
へ
近
づ

け
る
の
だ
ろ
う
か
？　
エ
ジ
プ
ト
の
王
フ
ァ
ラ
オ
た
ち
は
、
永
遠
の
来
世
を
信
じ
、
長
い
年
の
惑
星
で
神
々
と
一
緒

に
な
れ
ば
、
不
死
の
命
を
持
て
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
そ
う
な
る
だ
ろ
う
か
？　
実
際
に
は
、
私
た
ち
と
同

じ
よ
う
な
惑
星
は
他
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　
他
に
も
っ
と
進
化
し
た
生
命
の
あ
る
惑
星
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

あ
る
い
は
、
私
た
ち
の
惑
星
の
シ
ス
テ
ム
は
他
に
類
の
な
い
も
の
で
、
地
球
上
の
生
命
が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
私

た
ち
人
類
は
全
く
孤
立
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　
フ
ァ
ラ
オ
た
ち
は
、
そ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
文
書
で
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
、
ほ
ん
と
う
に
知
っ
て
い
た
の
か
？

「
空
を
見
上
げ
、
星
を
数
え
よ
」
と
神
ヤ
ハ
ウ
エ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
先
祖
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
あ
の
有
名
な
契
約
を
結
ん

だ
と
き
に
伝
え
た
。
こ
う
し
て
人
間
は
、
は
る
か
昔
よ
り
、
空
を
見
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
他
の
惑
星
上
に
も
、

人
間
と
同
じ
よ
う
な
生
命
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
疑
問
を
持
ち
つ
づ
け
て
き
た
。
理
論
的
、
数
学
的
な
確
率
か
ら

言
え
ば
、
そ
の
答
え
は
イ
エ
ス
で
あ
る
。
つ
い
に
１
９
９
１
年
に
、
は
じ
め
て
、
天
文
学
者
た
ち
は
、
宇
宙
の
は
る

か
か
な
た
に
あ
る
惑
星
が
私
た
ち
の
と
は
違
う
太
陽
の
ま
わ
り
に
軌
道
を
え
が
い
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の
だ
。

　
こ
の
１
９
９
１
年
７
月
の
発
見
は
、
完
全
に
正
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
５
年
以
上
も
観
測
を
繰
り
返
し
て
き

た
イ
ギ
リ
ス
の
天
文
学
者
の
チ
ー
ム
が
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
発
表
し
た
。
パ
ル
サ
ー
１
８
２
９
│
10
と
呼
ば
れ
る
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光
速
回
転
の
星
が
地
球
の
10
倍
も
大
き
い
「
惑
星
の
仲
間
」
を
つ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
パ
ル
サ
ー
１
８

２
９
│
10
は
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
、
極
度
に
濃
密
な
星
の
中
心
部
分
に
存
在
し
て
い
る
と
推
測
さ

れ
た
。
そ
し
て
狂
っ
た
よ
う
に
回
転
し
な
が
ら
、
毎
秒
何
回
も
電
波
の
輻
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し
て
い
た
。
こ
う

し
た
パ
ル
ス
は
電
波
望
遠
鏡
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
周
期
的
な
波
動
を
検
出
し
て
、
天
文
学
者
た
ち
は
、
パ

ル
サ
ー
１
８
２
９
│
10
の
ま
わ
り
を
回
っ
て
い
る
、
あ
る
一
つ
の
惑
星
の
周
期
が
６
カ
月
で
あ
る
こ
と
も
確
か
め
た
。

だ
が
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
天
文
学
者
た
ち
は
、
数
カ
月
後
に
、
彼
ら
の
計
算
が
不
正
確
だ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
３
万

光
年
も
遠
く
に
あ
る
パ
ル
サ
ー
が
惑
星
の
衛
星
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
ひ
っ
こ
め
て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ
の
チ
ー
ム
が
ず
っ
と
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
似
た
よ
う
な
パ

ル
サ
ー
を
発
見
し
た
。
地
球
か
ら
わ
ず
か
１
３
０
０
光
年
の
と
こ
ろ
に
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ｒ
１
２
５
７
＋
12
と
名
づ
け
ら
れ

た
崩
壊
し
た
太
陽
が
そ
れ
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
１
億
年
前
に
爆
発
し
た
も
の
で
、
二
つ
な
い
し
は
三
つ
の
周
回
す
る

惑
星
を
伴
っ
て
い
た
。
は
っ
き
り
確
認
で
き
た
二
つ
の
惑
星
は
、
私
た
ち
の
太
陽
系
の
水
星
と
太
陽
の
距
離
と
ほ
ぼ

同
じ
く
ら
い
の
距
離
を
お
い
て
、
自
分
た
ち
の
太
陽
を
回
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
多
分
存
在
し
て
い
そ
う
な
三
つ
目

の
惑
星
は
、
ち
ょ
う
ど
、
太
陽
系
の
地
球
と
太
陽
の
距
離
と
同
じ
く
ら
い
の
距
離
で
、
自
分
の
太
陽
を
回
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

「
こ
の
発
見
は
、
惑
星
の
シ
ス
テ
ム
は
宇
宙
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
異
な
っ
た
環
境
下
で
も

存
在
し
得
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
、
ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ブ
ル
・
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
１
９
９
２
年
１
月
９
日

付
け
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
書
い
て
い
る
。
彼
は
こ
う
続
け
て
い
る
。「
パ
ル
サ
ー
を
回
る
惑
星
が
、
即
、

生
命
の
存
在
へ
の
カ
ギ
と
は
な
ら
な
い
ま
で
も
、
こ
う
し
た
発
見
は
天
文
学
者
た
ち
を
刺
激
し
た
こ
と
は
事
実
だ
。
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今
年
の
秋
に
は
、
地
球
外
生
命
存
在
の
き
ざ
し
を
求
め
て
、
組
織
的
な
天
体
観
測
が
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
た
ち
は
正
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　
実
は
、
フ
ァ
ラ
オ
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
文
書
の
時
代
よ
り
ず
っ
と
前
、
人
類
の
初
め
て
の
文
明
と
し
て
知
ら
れ
る
あ
る

古
代
文
明
の
時
代
に
進
ん
だ
宇
宙
論
が
存
在
し
て
い
た
。
６
０
０
０
年
前
の
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
で
は
、
１
９
９
０
年

代
に
天
文
学
者
た
ち
が
発
見
し
た
こ
と
が
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
私
た
ち
の
太
陽
系
の
仕
組
み
（
い
ち
ば

ん
遠
い
惑
星
の
存
在
を
含
め
た
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
宇
宙
に
は
、
別
の
太
陽
系
が
あ
り
、
そ
の
星
々
（
太
陽
）

は
崩
壊
し
た
り
爆
発
し
た
り
す
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
の
だ
。
更
に
そ
の
惑
星
は
、
軌
道
か
ら
投
げ
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
生
命
も
こ
の
よ
う
に
し
て
一
つ
の
太
陽
系
か
ら
他
の
太
陽
系
へ
運
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。

　
そ
の
知
識
は
宇
宙
論
の
詳
細
な
内
容
に
わ
た
っ
た
も
の
で
、
記
述
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
長
い
文
書
は
、
七

つ
の
平
板
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
後
期
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
訳
文
と
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
創
世
記
」
と
呼
ば

れ
る
こ
の
文
書
は
、
エ
ヌ
マ
・
エ
リ
シ
ュ
と
い
う
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
叙
事
詩
は
、
春
の
第
１
日
に
当
た

る
ニ
ッ
サ
ン
と
呼
ば
れ
る
月
の
第
１
日
か
ら
始
ま
る
新
年
の
お
祭
り
の
間
に
、
公
に
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
私
た
ち
の
太
陽
系
が
生
ま
れ
た
過
程
を
記
述
し
た
も
の
だ
。
そ
の
長
い
文
書
で
は
次
の
よ
う
な
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
太
陽
（
ア
プ
ス
）
と
そ
の
使
徒
水
星
（
ム
ン
ム
）
が
初
め
て
テ
ィ
ア
マ

ト
と
呼
ば
れ
る
古
い
惑
星
の
そ
ば
で
出
合
っ
た
か
。
金
星
、
火
星
（
ラ
ハ
ム
と
ラ
フ
ム
）
の
２
惑
星
は
、
太
陽
と
テ

ィ
ア
マ
ト
の
間
に
ど
の
よ
う
に
し
て
落
ち
着
い
た
か
。
そ
の
後
、
木
星
と
土
星
（
キ
シ
ャ
ー
ル
と
ア
ン
シ
ャ
ー
ル
）

お
よ
び
、
天
王
星
と
海
王
星
（
ア
ヌ
と
エ
ア
〈
ヌ
デ
ィ
ム
ッ
ド
〉）
の
二
つ
の
ペ
ア
ー
が
ど
の
よ
う
に
し
て
加
わ
っ

た
か
、
な
ど
で
あ
る
。
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
天
王
星
と
海
王
星
と
い
う
二
つ
の
惑
星
は
そ
れ
ぞ
れ
１
７
８
１
年
と
１
９
３
０
年
ま
で

は
、
天
文
学
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
存
在
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
シ
ュ
メ
ー
ル
人

た
ち
は
す
で
に
そ
の
存
在
を
知
っ
て
お
り
、
記
述
に
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
新
し
く
創
造
さ
れ
た
「
天
の
神
々
」（
天
体
）
は
互
い
に
強
く
ひ
っ
ぱ
り
あ
っ
て
、
衛
星
、
つ
ま
り

小
さ
い
月
が
生
ま
れ
た
。
テ
ィ
ア
マ
ト
は
、
こ
の
定
着
し
た
惑
星
の
中
央
に
い
て
、
11
の
衛
星
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。

そ
の
一
つ
が
「
キ
ン
グ
ウ
」
で
、「
天
の
神
」
そ
の
も
の
に
似
て
く
る
ほ
ど
大
き
く
成
長
し
た
。

　
現
代
の
天
文
学
者
た
ち
は
、
ガ
リ
レ
オ
が
天
体
望
遠
鏡
で
木
星
の
四
つ
の
月
を
発
見
す
る
ま
で
、
一
つ
の
惑
星
が

た
く
さ
ん
の
月
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
可
能
性
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ュ
メ
ー
ル
人
た
ち
は
、
こ

の
現
象
を
す
で
に
知
っ
て
い
た
の
だ
。
古
代
の
「
創
世
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
軌
道
が
定
め
ら
れ
た
太
陽
系
の

中
へ
、
外
部
宇
宙
の
侵
入
者
、
つ
ま
り
他
の
惑
星
が
と
び
こ
ん
で
き
た
と
い
う
。
そ
の
惑
星
は
、
私
た
ち
の
太
陽

「
ア
プ
ス
」
の
仲
間
と
し
て
創
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
別
の
星
の
仲
間
だ
っ
た
が
、
投
げ
出
さ
れ
て
宇
宙

を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　
現
代
天
文
学
者
た
ち
が
パ
ル
サ
ー
や
崩
壊
す
る
星
々
の
あ
り
さ
ま
を
知
る
ず
っ
と
前
に
シ
ュ
メ
ー
ル
の
宇
宙
創
造

論
で
は
、
他
の
惑
星
系
の
存
在
を
予
測
し
、
崩
壊
し
爆
発
す
る
星
が
そ
の
惑
星
を
軌
道
か
ら
ほ
う
り
出
す
現
象
を
知

っ
て
い
た
の
だ
。
創
世
記
の
は
じ
め
に
は
、
こ
う
し
て
投
げ
出
さ
れ
た
惑
星
の
一
つ
が
、
私
た
ち
の
太
陽
系
の
外
縁

に
近
づ
き
、
そ
の
中
央
部
へ
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
（
Ｆ
ｉｇ
．
１
）。

　
そ
の
惑
星
が
、
外
側
の
諸
惑
星
の
そ
ば
を
通
過
す
る
に
つ
れ
、
今
で
も
天
文
学
の
大
き
な
謎
と
さ
れ
て
い
る
様
々

な
変
わ
っ
た
現
象
が
起
き
た
。
例
え
ば
、
天
王
星
が
横
倒
し
に
な
っ
て
自
転
し
て
い
る
こ
と
や
海
王
星
最
大
の
月
で
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あ
る
ト
リ
ト
ン
の
逆
行
す
る
軌
道
、
あ
る
い
は
ま
た
、
海
王
星
の
公
転
軌
道
の
内
側
に
ま
で
入
っ
て
し
ま
う
冥
王
星

の
変
則
的
な
公
転
軌
道
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
侵
入
者
が
太
陽
系
の
中
心
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
に
従
い
、
テ
ィ
ア
マ

ト
と
衝
突
す
る
コ
ー
ス
に
の
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
「
天
の
戦
い
」
が
始
ま
っ
た
。
何
回
も
の
衝
突
で
、
侵
入
者
で

あ
る
衛
星
は
、
繰
り
返
し
テ
ィ
ア
マ
ト
に
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
。
テ
ィ
ア
マ
ト
は
、
二
つ
に
割
れ
た
。
そ
の
片
割
れ

の
一
つ
は
粉
々
に
な
り
、
そ
の
破
片
が
ア
ス
テ
ロ
イ
ド
帯
（
火
星
と
木
星
の
間
に
あ
る
小
惑
星
帯
）
を
形
づ
く
っ
た
。

も
う
一
つ
の
片
割
れ
は
、
破
壊
を
ま
ぬ
が
れ
て
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
回
転
軌
道
に
の
り
、
私
た
ち
が
地
球
（
シ
ュ

メ
ー
ル
語
で
は
キ
）
と
呼
ん
で
い
る
惑
星
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
テ
ィ
ア
マ
ト
の
最
も
大
き
い
衛
星
が
そ
の
軌
道
の

わ
き
へ
そ
れ
て
、
地
球
の
月
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
侵
入
し
た
惑
星
そ
の
も
の
は
、
太
陽
を
め
ぐ
る
永
久
軌
道
に
の
り
、
私
た
ち
の
太
陽
系
の
12
番
目
の
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
太
陽
と
月
と
10
の
惑
星
で
12
に
な
る
）。
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
、
こ
の
12
番
目
の
惑
星
を

ニ
ビ
ル
（
横
切
る
惑
星
）
と
名
づ
け
た
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
は
そ
れ
を
、
彼
ら
の
国
の
神
に
ち
な
ん
で
マ
ル
ド
ゥ
ク
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
古
代
の
叙
事
詩
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
天
の
戦
い
」
の
真
っ
最
中
に
、
ニ
ビ
ル
が
他
の
ど
こ

か
ら
か
、「
生
命
の
種
」
を
地
球
に
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
宇
宙
を
じ
っ
く
り
研
究
し
て
、
現
代
の
宇
宙
創
造
説
を
提
起
し
た
哲
学
者
や
科
学
者
た
ち
も
「
時
」
そ
の
も
の
に

つ
い
て
、
議
論
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
時
と
は
、
そ
れ
自
体
、
一
つ
の
次
元
を
表
す
も
の
な
の
か
？　
そ
し
て
、
そ

れ
は
宇
宙
で
た
だ
一
つ
の
共
通
の
長
さ
を
持
つ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？　
時
は
前
へ
進
む
だ
け
の
も
の
か
、
あ
る
い

は
後
へ
進
む
こ
と
も
あ
る
の
か
？　
現
在
は
過
去
の
一
部
な
の
か
、
あ
る
い
は
未
来
の
始
ま
り
な
の
か
？　
そ
し
て
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
時
に
は
始
ま
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　
も
し
そ
う
な
ら
、
終
わ
り
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
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地球と小惑星の創造は、マルドゥクの衛星（北風）と稲妻がティアマ
トを二つに分けたことからおこった。壊れたティアマトの上半分が、
地球となったのである。

Fig. 1
太陽系に時計回りで入ってきたマルドゥク。土星と木星の引力と磁
力の作用により本来の軌道より内側に曲がっていった。
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も
し
宇
宙
が
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
く
永
遠
に
続
い
て
き
た
も
の
な
ら
ば
、
時
に
も
、
ま
た
始
ま
り
も
終
わ
り
も

な
い
の
だ
ろ
う
か
？　
あ
る
い
は
ま
た
、
多
く
の
宇
宙
物
理
学
者
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
に
よ

っ
て
宇
宙
が
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　
そ
の
場
合
に
は
、
宇
宙
が
始
ま
っ
た
と
き
に
、
時
も
始
ま
っ
た
の
か
？

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
す
で
に
シ
ュ
メ
ー
ル
の
宇
宙
創
造
論
は
、
は
っ
き
り
と
「
始
ま
り
」
が
あ
っ
た
と
推
論
し

て
い
る
（
そ
う
な
れ
ば
無
情
に
も
、
終
わ
り
が
あ
る
こ
と
に
も
な
る
）。
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
時
を
一
つ
の
尺
度
だ
と

考
え
て
い
た
。
宇
宙
の
歴
史
は
時
間
に
よ
っ
て
測
ら
れ
、
刻
ま
れ
て
い
く
の
だ
と
い
う
。
古
代
叙
事
詩
「
創
世
記
」

は
「
時
」
を
表
す
エ
ヌ
マ
と
い
う
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
時
、
高
い
天
空
は
、
ま
だ
名
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

そ
し
て
下
の
大
地
（
地
球
）
も
名
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

　
天
空
に
は
、
ア
プ
ス
と
そ
の
生
み
の
親
ム
ン
ム
と
テ
ィ
ア
マ
ト
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
最
初
の
段
階
を
研
究
す
る

に
は
、
大
変
な
科
学
知
識
が
必
要
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
そ
の
時
に
は
、
地
球
さ
え
も
存
在
し
て
な
か
っ
た

の
だ
。

　
宇
宙
や
太
陽
系
が
創
造
さ
れ
た
と
き
に
起
き
た
と
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
も
、
ま
だ
地
球
や
そ
の
上
の
も
の
す
べ
て

に
影
響
を
与
え
て
お
ら
ず
、「
天
の
戦
い
」
だ
け
が
起
き
て
い
た
、
そ
ん
な
時
の
こ
と
を
よ
く
想
像
で
き
た
も
の
だ
。

　
ま
さ
し
く
、
こ
う
し
た
瞬
間
に
地
球
の
時
が
始
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
瞬
間
と
は
、
テ
ィ
ア
マ
ト
の
半
分
が
分
裂
し

て
ア
ス
テ
ロ
イ
ド
帯
と
な
り
、
地
球
が
自
分
の
新
し
い
回
転
軌
道
を
回
り
始
め
た
と
き
の
こ
と
だ
。
そ
の
時
か
ら
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「
時
」
を
測
る
た
め
に
、
年
を
、
月
を
、
日
を
、
夜
を
、
数
え
始
め
た
の
だ
。

　
古
代
の
宇
宙
論
や
宗
教
、
数
学
の
主
流
と
な
っ
た
こ
う
し
た
科
学
的
洞
察
は
「
創
世
記
」
以
外
の
シ
ュ
メ
ー
ル
の

古
文
書
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
学
者
た
ち
が
「
エ
ン
キ
と
世
界
秩
序
の
神
秘
」
と
題
し
て
い
る
一
つ
の
古
文
書
が

存
在
す
る
。
そ
れ
は
シ
ュ
メ
ー
ル
の
科
学
を
司
る
神
エ
ン
キ
の
自
叙
伝
だ
が
、
そ
の
時
の
瞬
間
、
つ
ま
り
地
球
の
時

が
カ
チ
カ
チ
と
刻
ま
れ
始
め
た
と
き
を
こ
う
う
た
っ
て
い
る
。

は
る
か
昔
の
日
々
に

天
は
地
球
よ
り
分
か
れ
た

は
る
か
昔
の
夜
に

天
は
地
球
か
ら
分
か
れ
た

　
シ
ュ
メ
ー
ル
の
粘
土
板
に
刻
ま
れ
た
他
の
古
文
書
に
も
、
時
の
始
ま
り
の
様
子
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
こ
の
決
定
的
な
出
来
事
が
起
き
る
前
に
は
現
れ
な
か
っ
た
、
進
化
や
文
明
発
生
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
前
ま
で
は
…
…
と
古
文
書
は
続
け
て
い
る
。「
人
間
の
名
前
も
ま
だ
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
必
要

な
も
の
も
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
。
す
べ
て
の
発
展
は
「
天
が
地
球
か
ら
分
か
れ
、
地
球
が
天
か
ら
は
っ
き
り

分
離
さ
れ
た
後
で
」
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　
シ
ュ
メ
ー
ル
の
文
明
に
続
い
て
発
生
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
古
文
書
に
も
、
当
然
、「
時
の
始
ま
り
」
の
同
じ
よ
う
な

状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
文
書
に
は
、
事
々
の
始
ま
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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天
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
に

人
間
も
ま
だ
い
な
か
っ
た
と
き
に

神
々
も
ま
だ
お
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
に

死
も
ま
だ
世
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
き
に

　
古
代
で
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
こ
う
し
た
見
解
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
の
宇
宙
論
に
そ
の
端
を
発
す
る
が
、
ヘ
ブ
ラ

イ
聖
書
の
最
初
の
版
、
創
造
の
叙
事
詩
の
冒
頭
に
も
こ
う
う
た
わ
れ
て
い
る
。

初
め
に

神
エ
ロ
ヒ
ム
は
天
と
地
を
創
造
し
た

そ
し
て
地
は
形
を
な
さ
ず
、
実
体
は
な
か
っ
た

そ
し
て
暗
黒
が
テ
ホ
ン
の
上
を
お
お
っ
て
い
た

そ
し
て
神
の
風
が
そ
の
水
面
に
な
び
い
た

　
今
で
は
、
こ
の
天
地
創
造
の
聖
書
の
伝
え
は
、
エ
ヌ
マ
・
エ
リ
シ
ュ
の
よ
う
な
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
古
文
書
が
も
と

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
テ
ホ
ン
と
は
テ
ィ
ア
マ
ト
を
意
味
し
、
風
と
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
衛
星
を
意
味

し
、
天
と
は
「
叩
き
出
さ
れ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
」
つ
ま
り
ア
ス
テ
ロ
イ
ド
帯
を
表
し
て
い
る
。
聖
書
に
は
、
地
球
の
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始
ま
り
が
も
っ
と
は
っ
き
り
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
聖
書
の
訳
文
は
、
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
宇
宙
創
造
論
を
あ
る
時
点
だ
け
か
ら
し
か
取
り
上
げ
て
い

な
い
。
そ
の
時
点
と
は
、
テ
ィ
ア
マ
ト
の
衝
突
の
結
果
、
地
球
が
シ
ャ
マ

イ
ム
、
叩
き
出
さ
れ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
か
ら
分
か
れ
た
と
き
か
ら
で
あ
る
。

地
球
に
と
っ
て
「
時
」
は
、
ま
さ
し
く
「
天
の
戦
い
」
と
と
も
に
始
ま
っ

た
の
だ
。

　
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
天
地
創
造
の
神
話
は
、
私
た
ち
の
太
陽
系
が
形
成
さ

れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ビ
ル
／
マ
ル
ド
ゥ
ク
が
、
ま
だ
惑

星
の
軌
道
が
決
ま
ら
ず
不
安
定
な
と
き
に
現
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。
私
た

ち
の
太
陽
系
の
現
在
の
姿
は
、
ニ
ビ
ル
／
マ
ル
ド
ゥ
ク
に
よ
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
太
陽
系
の
各
惑
星
（
天
の
神
）
は
決
め
ら
れ
た
場
所
を
与
え
ら
れ
、

軌
道
と
周
期
と
衛
星
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
。
事
実
、
他
の
惑
星
を
す
べ
て

取
り
囲
む
よ
う
に
、
自
分
の
軌
道
を
回
転
す
る
大
き
な
一
つ
の
惑
星
、
天

を
横
切
り
、
く
ま
な
く
あ
た
り
を
調
べ
た
こ
の
惑
星
こ
そ
が
、
太
陽
系
を

形
成
し
た
原
動
力
だ
っ
た
の
だ
。

彼
は
ニ
ビ
ル
の
場
所
を
定
め
た

太陽系と「第12惑星」の位置と軌
道。3600年周期で地球に近づいた
り、遠ざかったりしている。
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天
の
つ
な
が
り
を
決
め
る
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
が
、
長
く
も
な
く
、
短
く
も
な
く

彼
は
す
べ
て
の
惑
星
の
聖
な
る
天
空
を
定
め
た

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
惑
星
の
道
を
保
た
せ

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
定
め
た

　
こ
の
よ
う
に
エ
ヌ
マ
・
エ
リ
シ
ュ
に
は
う
た
わ
れ
て
い
る
。「
彼
が
天
と
地
を
創
造
し
た
」。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な

言
葉
が
聖
書
の
創
世
記
に
も
登
場
す
る
。
天
の
戦
い
は
テ
ィ
ア
マ
ト
を
古
い
太
陽
系
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
ず
し
た
。

そ
の
半
分
を
新
し
い
軌
道
に
の
せ
て
、
地
球
を
創
っ
た
。
新
し
い
太
陽
系
の
重
要
な
構
成
要
員
と
し
て
の
月
も
つ
く

っ
た
。
冥
王
星
に
も
独
立
し
た
軌
道
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
天
球
の
新
体
制
と
し
て
、
12
番
目
の
メ
ン
バ

ー
に
ニ
ビ
ル
を
加
え
た
と
い
う
。
地
球
や
そ
こ
に
生
を
う
け
る
も
の
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
出
来
事
が
「
時
」
を
定

め
る
要
因
に
な
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
12
番
目
の
惑
星
が
シ
ュ
メ
ー
ル
の
科
学
と
日
常
の
生
活
に
果
た
し
た
大
き
な
役
割
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

ず
っ
と
長
い
間
、
私
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
１
日
（
日
の
出
か
ら
次
の
日
の
出
ま
で
）
を

12
の
「
２
重
時
間
」
に
分
け
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
12
時
間
を
刻
む
時
計
や
、
１
日
24
時
間
と
し
て
「
現
代
の

時
」
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。
古
代
の
天
体
図
十
二
宮
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
の
１
年
も
い
ま
だ
に
12
カ
月
に
分

か
れ
て
い
る
。
こ
の
宇
宙
か
ら
き
た
数
字
は
、
ま
だ
他
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
十
二


